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防 災 行 政 無 線 で 放 送 さ れ た
内容は、下記フリーダイヤルの
電話番号から確認することがで
きます（通話料は無料です）。

☎0120ー131ー813

防災行政無線　　　
　　フリーダイヤル

あみメール登録　　
　　　お願いします
スマートフォン等で
t-ami@sg-m.jpまで空
メールを送信していただくか、
右記二次元コード
を読み取り、専用
サイトから登録し
てください。

人口と世帯
総人口　49,734人 （－ 42）
男　性　24,854人 （－ 33）
女　性　24,880人 （－ 9）
世帯数　21,454世帯 （－ 13）

2 月 1 日現在、常住人口ベース
※（　）内は前月比、総務課調べ

町 公 式 YouTube チ ャ ン ネ ル、
町公式 Twitter においても町の
情報を発信しています。

Twitter　YouTube
　　　 情報発信中！

▼Twitter ▼YouTube

3
2023
No.744

ホームページで町
の情報を発信して
います。

町ホームページ　　
情報発信中！阿見町常住人口

５万人達成日予想クイズ ・・・ 4

阿見町×SDGs 特集 vol.4
~身近な SDGs 始めませんか？ ~ ・・・ 5

地域予算でみなさまの

要望が叶いました！ ・・・ 6

安心・安全な生活のために

防犯対策を！！ ・・・ 7

町税・国保税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は

納期限までに納めましょう！ ・・・11

主な内容

今月の表紙
1 月 18 日、「令和 5 年度阿見

町新春賀詞交歓会」を本郷ふれ
あいセンターで 3 年ぶりに開催
しました。

町内各界の代表者約 120 人
が参加し、新年の門出に飛躍を誓い合いました。

式典後には、あみ大使である井
い さ か と し ゆ き

坂斗絲幸氏率いる日本総合伝
統芸能集団「喜

き ら く ざ
楽座」による津軽三味線などのアトラクションが

行われ、全国大会 3 連覇の実力を発揮し、会場を大いに盛り上
げてくださりました。

最後は、今年一年の安寧を願い、手締めで締めくくりました。
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二所ノ関部屋“初”の関取が誕生！！
令和5年の幕開けとなった大相撲一月場所、二所ノ関部屋の部屋頭である東幕下2枚目の友風が4勝 3敗と勝ち越
し、場所後におこなわれた三月場所の番付編成会議にて十両昇進が正式に決定しました。
令和2年七月場所に幕下に陥落以来、実に2年半振りの関取復帰、関取として土俵に上がるのは大怪我をした令和
元年九州場所以来となります。

大きな試練を乗り越えて関取として戻ってきた友風。今後とも友風の応援をよろしくお願いいたします。

入門以来順調な出世で幕内へ
友風は平成 29 年五月場所で尾車部屋に入門して以来、2 年に

満たないスピードで新入幕となり、超スピード出世の新人ルーキ
ーとして注目を集め、殊勲賞 1 回、2 個の金星を獲得するなど、
まさに飛ぶ鳥を落とす勢いの活躍をしていました。ところが、夢
にも思わない大怪我に見舞われてしまいます・・・。

再起不能といわれた大怪我、幕下に陥落
前頭 3 枚目として臨んだ令和元年十一月場所で右足を負傷。別

表に記載するとおり想像を絶する大怪我であり、医師には再起不能
として引退を勧められ、周囲もかける言葉を無くすほどの状況に本
人も失意のどん底であったといいます。

しかし、そのような状況でも友風は前を向いて復帰を決意、大手術・懸命のリハビリと努力を続けました。
休場が続き、番付は下がる一方でしたが、焦る気持ちを抑えリハビリとトレーニングを続ける日々。
そして令和 3 年三月場所で土俵に復帰、番付は序二段まで落ちていました。本調子には到底及ばない中でも土俵に立

ち相撲を取ること自体が奇跡に近い状況で少しずつ番付を戻し幕下まで復帰、そして友風に大きな変化が訪れました。

二所ノ関部屋への移籍、茨城県へ
幕下まで番付を戻した令和 4 年 2 月、所属する尾車部屋の閉鎖

に伴い中村親方はじめ力士 10 人での二所ノ関部屋への移籍が決
まり、師匠は二所ノ関親方、住まいは茨城県に。移籍当初から「友
風を関取に復帰させるのは私に与えられた責任である」という覚
悟で二所ノ関親方も向き合い、稽古場での指導はもちろん、時に
は酒を酌み交わし、支えたといいます。友風は部屋頭として力士
をまとめ、また元々は関取として活躍したにも関わらず一切偉ぶ
らず、新弟子にも目を配らせるなど、続けてきた行動・努力を皆が
認めているからこそ、二所ノ関親方・中村親方、そして二所ノ関部
屋全員が友風を応援していました。

そして、幕下東 2 枚目で迎えた令和 5 年一月場所。大怪我から
奇跡の復活、多くのドラマと感動を呼び、ついに二所ノ関部屋初
の関取が誕生しました！

友風が負った右足の大怪我
 ▼ 外側側副靱帯完全断裂 
 ▼ 前十字靱帯断裂 
 ▼ 後十字靱帯断裂 
 ▼ 大腿四頭筋、ハムストリングスの筋断裂 
 ▼ 半月板損傷 
 ▼ 大腿骨、脛骨の複雑骨折 
 ▼ 膝蓋骨の脱臼及び骨折 
 ▼ 腓骨神経断裂による腓骨神経麻痺障害

阿見町の皆さま、二所ノ関部屋の友風です。この度、再び
関取に戻ることができました。二所ノ関部屋に移籍して早く
も 1 年が経ちます。町民の皆さまから日々暖かい声援を頂い
ており、とても暖かく豊かな町だなと嬉しく思っています。そ
して何より二所ノ関部屋第一号の関取になれたことを誇らし

く思います。これも二
所ノ関親方はじめ、関
係者の皆さまが支えて
くださったお陰です。
次は再び入幕を目指し
てより一層精進して参
ります。これからも二
所ノ関部屋へ変わらぬ
大きな応援をよろしく
お願い申し上げます。

新型コロナウイルス
が 1 日も早く終息し、
皆様と交流できる楽し
い日々を心待ちにして
おります。

友風 勇太　

二所ノ関部屋“初”の関取が誕生！！二所ノ関部屋“初”の関取が誕生！！二所ノ関部屋“初”の関取が誕生！！

友風 勇太（ともかぜ ゆうた）
最高位 前頭 3
本名 南　友太
生年月日 平成 6 年 12 月 2 日（28 歳）
出身地 神奈川県川崎市川崎区
身長・体重 183 センチ　168 キロ
大学 日本体育大学
初土俵 平成 29 年 5 月

生涯戦歴
157 勝 76 敗 70 休／ 232 出（34
場所）

幕内戦歴
35 勝 28 敗 12 休／ 62 出（5 場所）、
1 殊勲賞、2 金星 

十両戦歴
22 勝 8 敗 30 休／ 30 出（4 場所）、
1 優勝

幕下戦歴
58 勝 33 敗 14 休／ 91 出（15 場
所 )

三段目戦歴
23 勝 5 敗 14 休／ 28 出（6 場所）、
1 優勝

序二段戦歴 12 勝 2 敗／ 14 出（2 場所）
序ノ口戦歴 7 勝 0 敗／ 7 出（1 場所）、1 優勝
前相撲戦歴 1 場所



阿見町常住人口

５万人達成日予想クイズ

【当選者の発表】
町ホームページでの発表とあわせて当選者には個別で通知を行います。
※新米コシヒカリは令和 5 年度の出荷にあわせて 9 月以降に発送予定です

秘書広聴課　☎ 888-1111（734）

【賞品】
正解者：5 万グラムの新米コシヒカリを山分け（令和 5 年度産）
　　　　 ※ 10 人以上の場合は抽選により 10 人で山分け
　　　　 ※正解者なしの場合、最も近い日を回答した人で山分け
　　　 さらに正解者の中から抽選で 3 人に炊飯器をプレゼント
残念賞：応募者の中から抽選で 20 人に粗品をプレゼント

締め切り迫る！

NEW！　これまで 500 通を超えるご応募をいただいています。
たくさんのご応募ありがとうございます！

ご好評にお応えし新米コシヒカリ 5 万グラムに加え、町内
に立地するアイリスオーヤマ株式会社の一部協賛により
『米屋の旨み　銘柄炊き　圧力 IH ジャー炊飯器 5.5 合』
を 3 台ご用意しました。
　まだ応募していない皆さま、ふるってご応募ください！

【応募方法】
「❶はがき」または「❷インターネ
ット」から応募できます。

❷インターネット
　 応募はこちら

【応募期間】
令和５年３月 20 日までの消印有効

【応募資格】
どなたでも応募いただけます。
※ 1 人 1 回の応募に限ります。重複応募の場合は無効になります

❶はがき応募（記載例）

　　　　　【おもて】　　　　　　　　　【うら】

問題：阿見町の常住人口が5万人を
達成する日は何月何日でしょうか？

いつになるかな？
いつになるかな？



まずは、できることから
取り組んでみよう！
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阿見町×SDGs特集 vol.4
~身近な SDGs 始めませんか？~

政策企画課☎888-1111（216）

SDGs に関する情報は町ホームページ「SDGs17の目標　私たちに
できること」でご案内しています。右の二次元コードからご覧ください。

町では、庁内の緊密な連携により総合的かつ効果的に SDGs を推進する
ため、昨年11月 21日、町長を本部長とする「阿見町SDGs 推進本部」を
設置しました。
第1回本部会議では、本町におけるSDGs の推進の方向性を共有し、今後の
目標などを確認しました。SDGs をまちづくりの共通目標として、オール
阿見で力強く推進していきます！

町では、庁内の緊密な連携により総合的かつ効果的に SDGs を推進する

町の取り組み「阿見町 SDGs 推進本部」のご紹介

SDGs 達成度ランキングについて
国際的な研究組織「持続可能な開発ソリューション・ネットワーク」（SDSN）は、
毎年世界各国の SDGs の達成度合いを評価した「持続可能な開発報告書」を発表
しています。2022年度の日本の達成度は世界 163ヵ国中 19位で、2021年
度の 18位から順位を下げてしまいました。深刻な課題となっているのは、目標
5「ジェンダー平等を実現しよう」や目標13「気候変動に具体的な対策を」などです。
具体的な例として、男女の賃金・職場での役職の格差、化石燃料を使用した火力発
電への依存などが問題視されています。問題解決に向けて国や自治体だけでなく、
今後は企業や国民にも具体的な対策が求められます。自分には何ができるのか
考えていきましょう。

順位 国名
1位 フィンランド
2位 デンマーク
3位 スウェーデン
4位 ノルウェー
5位 オーストリア
︙ ︙
19位 日本
▲ 2022年度ランキング

身近なSDGs 今回は、17の目標のうち13～17までの一例をご紹介

・ゴミをポイ捨てしない
・プラスチックごみを減らすために、
詰め替えて繰り返し使える物を選ぶ
・美しい霞ケ浦水辺を取り戻すため、
『霞ヶ浦清掃大作戦』に参加する

目標 14：海の豊かさを守ろう
・クールビズやウォームビズを推進
する
・防災訓練に参加し、自然災害に対
する適応能力を強化する
・緑のカーテンを自宅や職場に設置
する

目標 13：気候変動に具体的な対策を

目標 16：平和と公正をすべての人に
・困っている人がいたら相談相手に
なり、思いやりを持って行動する
・選挙へ行き、投票を行なう
・国際的な紛争問題などに関心を持つ

・庭やベランダに植栽を設ける
・森林減少を阻止するために、植林
活動に参加する
・陸上の環境にどんな生き物が暮ら
しているか調べる

目標 15：陸の豊かさも守ろう

・SDGs について地域の人や家族と
話し合い、みんなで行動する
・SDGs 関連のイベントに参加する
・SDGs の取組をしている企業を応
援する
・チャリティーイベントなど、機会
やきっかけを見つけて募金する

目標 17：パートナーシップで目標を達成しよう

▲本部会議の様子
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町民活動課☎888ー1111（272）
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❷
地
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す
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◀

❸
町
の
予
算
に
反
映

地
域
づ
く
り
会
議
か
ら
提
出

（曙地内）

（学校区児童公園）

住みたい地域ってどんな地域？みなさまの
要望が叶いました！
地域予算で

公園にベンチを設置しました！

地域で使う掲示板を設置しました！
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安心・安全な生活のために

犯罪のない安全・安心な生活環境は、すべての人の願いであり、安定した生活の基盤となるものです。皆さん
一人ひとりが犯罪を防止する意識を高め、防犯対策に取り組み、犯罪のないまちづくりを実現しましょう。

生活環境課交通防犯係☎888ー1111（253・713）

■防犯対策
●駐車場への対策
▼防犯カメラの設置▼センサーライト設置▼強固な門扉の設置▼門扉の確実な施錠
●車両への対策
▼強固なハンドルロック▼ナンバープレート盗難防止ネジ▼警報装置▼車輪止め▼GPS装置▼電波遮断
ポーチ（リレーアタック対策）▼スマートキー節電モード（リレーアタック対策）

■被害が多い自動車
▼レクサス、ランドクルーザー、CHーR、プリウス、クラウン、スカイライン、
アルファード、ヴェルファイアや10年以上経過した年式の乗用車等	

▼貨物車	▼特殊車両（特にトラクターや建設重機等）

■被害状況

※ 1　イモビライザーという自動車の盗難防止装置を不正に解除する器具。	車体の電子制御装置に登録された
IDコードを書き換え、エンジンを始動させる

※2　スマートキー装備車を狙った車両盗難の犯罪手口。	特殊な専用機器を利用してスマートキーから常時発信
している微弱な電波を中継（リレー）し、ドアを開け、エンジンを始動し乗り逃げする

▼門扉がない出入り自由な駐車場での被害▼門扉のチェーンやハンドルロックを破壊されて盗まれる被害
▼夜間、自宅や会社、アパート駐車場、工事現場等での被害
▼買い物等でエンジンキーを車内に置いたままにしたため、短時間での被害
▼イモビカッター（※1）やリレーアタック（※2）により盗まれる被害

自動車盗に要注意！！

ニセ電話詐欺に要注意！！
令和4年中の県内におけるニセ電話詐欺の被害は、認知件数254件、被害総額約4億 6600万円発生し
ました。内訳は下記のとおりです。今年の1月には、牛久警察署管内の家庭にニセ電話詐欺の予兆電話（犯人
は家族を名乗り「書類をなくした」と話した）が多発したことを受け、町としても、防災無線やあみメールに
より注意喚起を行いました。ニセ電話詐欺への特に有効な対策として、犯人は声を残すのを嫌うため、ご自宅
の電話を留守番電話設定にすることをお勧めしています。

～ニセ電話詐欺被害防止対策～
・留守番電話設定で犯人からの電話
をシャットアウト

・電話でお金やキャッシュカードの
話が出たら、一度電話を切る

・「代理が取りに行く」は詐欺を
疑う

・不審な電話を受けたら、110番
通報

■ニセ電話詐欺の認知状況（暫定値）（令和3年と4年、それぞれ1月1日から12月 31日まで）
令和 4 年 12 月末 令和 3 年 12 月末

認知件数 被害額（千円）認知件数 被害額（千円）
オレオレ 70 220,438 48 152,502
預貯金 16 10,391 26 18,299
架空料金請求 62 113,990 66 142,098
還付金 41 42,061 64 54,054
融資保証金 5 10,551 3 2,525
金融商品 0 0 2 31,890
ギャンブル 0 0 3 18,372
キャッシュカード詐欺盗 60 68,696 47 57,103
合計 254 466,127 259 476,843



■
わ
く
わ
く
美
術
展

ザ・ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
（
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
る

『
わ
く
わ
く
美
術
展
』に
工
芸
、彫
刻
、

絵
画
、
書
の
部
門
に
多
数
の
作
品
を

出
展
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
11
人
が
出
展
し
、
全

員
が
入
選
し
ま
し
た
。
工
芸
と
彫
刻

の
部
で
は
、
知
事
賞
、
特
別
賞
等
を

頂
き
ま
し
た
。

■
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

地
域
の
子
ど
も
会
育
成
会
等
が
共
同

で
行
う
事
業
で
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
の

場
を
設
け
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成

や
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を

促
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
介
護
施
設
訪
問

町
内
2
つ
の
介
護
施
設
に
入
所
・

通
所
し
て
い
る
お
年
寄
り
へ
の
訪
問

を
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
側
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
、
継
続

し
て
行
う
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
参

加
・
設
立
に
つ
い
て
の
支
援
や
補
助

金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た

ら
、活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

高齢福祉課　☎888ー1111（142・743）／町シルバークラブ連合会（福祉センターまほろば内）　☎875ー6950

い
ま
す
。

■
輪
投
げ
大
会

年
に
２
回
開
催
さ
れ
、
参
加
者

が
毎
回
3
5
0
人
を
超
え
る
人
気
の

あ
る
大
会
で
す
。

会
場
と
な
る
町
民
体
育
館
で
は
、

毎
回
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

■
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会

年
に
２
回
、
町
民
体
育
館
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

輪
投
げ
大
会
に
次
い
で
人
気
の

あ
る
大
会
で
、
大
会
が
近
づ
く
と
、

競
技
会
の
練
習
が
で
き
る
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
『
ま
ほ
ろ
ば
』
で
は
、
た
く

さ
ん
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
練
習
を
行

い
ま
す
。

■
ペ
タ
ン
ク
大
会

年
に
1
回
、
県
大
会
に
出
場
す

る
町
の
代
表
を
決
定
す
る
た
め
に
、

吉
原
交
流
セ
ン
タ
ー
で
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

■
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
東
京
2
0
2
0

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
人
気
の
あ
っ

た
種
目
で
す
。
町
で
も
令
和
４
年
度

か
ら
大
会
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

現
在
、
町
内
に
は
35
の
シ
ル
バ
ー

ク
ラ
ブ（
単
位
ク
ラ
ブ
）が
あ
り
ま
す
。

1
6
0
0
人
ほ
ど
の
会
員
の
皆
さ
ん

が
、
単
位
ク
ラ
ブ
内
で
の
活
動
や
、

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
・

健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
の
た
め

に
、
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
活
動
の
中
止
や
規
模
を
縮
小
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
通
常
行
う

事
業
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ

大
会

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す

る
『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ

大
会
』
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主

催
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ・輪
投
げ・

ペ
タ
ン
ク
の
各
大
会
で
勝
ち
抜
い
た

選
手
の
皆
さ
ん
が
、
町
の
代
表
と
し

て
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
過
去
に
は
、

県
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
、全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会

町
総
合
運
動
公
園
で
、
７
月
か

ら
９
月
を
除
く
第
2
・
4
金
曜
日
に

定
例
競
技
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

競
技
会
で
は
毎
回
約
80
人
の
選

手
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
元
気
に
競
技
に
励
ん
で

な
り
、
町
民
体
育
館
で
約
90
人
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

春
・
秋
に
町
内
の
風
光
明
媚
な
コ

ー
ス
を
散
策
し
て
い
ま
す
。
無
理
な

く
誰
で
も
参
加
出
来
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
会
で
、
毎
回
約
50
人
の
会
員
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

■
演
芸
会

年
に
2
回
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
民
謡
・
郷
土
芸

能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
目
が
上
演

さ
れ
、
会
員
の
腕
を
披
露
す
る
絶
好

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
観
覧
を
希

望
す
る
人
も
多
く
、
会
場
で
あ
る
本

郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
回
約

3
0
0
人
の
観
客
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

■
単
位
ク
ラ
ブ
交
流
会

単
位
ク
ラ
ブ
間
の
親
睦
を
図
る

た
め
に
、
各
行
政
区
の
公
会
堂
等
を

利
用
し
て
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
年
約
10
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

文
化
活
動
へ
の
取
り
組
み
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ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
取
り
組
み

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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　学生納付
　　　特例制度

国
金民
年

る
公
的
機
関
の
発
行
す
る

証
明
書
（
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
・
被
保
険
者
離
職
票

な
ど
）
の
写
し

■
承
認
さ
れ
る
と

申
請
年
度
の
4
月
か
ら
翌
年

3
月
ま
で
（
20
歳
到
達
年
度
の

申
請
は
20
歳
の
前
日
の
月
か
ら

3
月
ま
で
）
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。猶
予
期
間
は
、

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の

資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、

年
金
の
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
承
認
さ
れ
た
期
間
は

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
請
に

よ
り
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
（
追
納
申
込
が
必
要
）
が

で
き
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
期
間
中
の

事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た

場
合
や
死
亡
し
た
場
合
に
は
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
手

続
き
が
で
き
ま
す

■
持
参
品

▼
学
生
証
（
コ
ピ
ー
の
場
合
は

両
面
）
ま
た
は
在
学
期
間
が

わ
か
る
在
学
証
明
書

▼
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

▼
昨
年
ま
た
は
今
年
、
会
社

な
ど
を
退
職
し
学
生
に
な
っ

た
場
合
は
、
前
記
の
ほ
か
に

失
業
し
た
こ
と
を
確
認
で
き

会
保
険
料
控
除
な
ど
が
あ
る
場

合:
控
除
額
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
基

準
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。
所
得

基
準
以
下
の
人
が
対
象
で
す
。

■
申
請
の
際
は

20
歳
に
な
る
前
日
か
ら
国
保

年
金
課
で
申
請
で
き
ま
す
。
申

請
は
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
日
本
年
金
機
構
か
ら
『
学
生

納
付
特
例
申
請
書
（
は
が

き
）』
が
届
い
て
い
る
人
は
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送

■﹃
学
生
納
付
特
例
制
度
﹄

と
は

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る『
学
生
納
付
特
例
制
度
』

が
あ
り
ま
す
。

大
学
（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）
に
在
籍
す
る
人
で
、
か
つ

本
人
の
所
得
が
一
定
額
（
左
記

参
照
）
以
下
の
人
が
対
象
で
す
。

■
申
請
期
間
の
拡
大

遡そ
き
ゅ
う及

申
請
可
能
な
期
間
は
、

最
大
で
申
請
日
か
ら
2
年
1

か
月
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
所
得
枠

申
請
す
る
年
度
の
前
年
所
得

が
1
2
8
万
円
（
申
請
す
る
年

度
が
令
和
2
年
度
以
前
は

1
1
8
万
円
）以
下
で
あ
る
こ

と
▼
扶
養
親
族
な
ど
が
い
る
場

合
:
扶
養
人
数
×
38
万
円
▼
社

⬇

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）
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みなさん、お元気ですか？
春の陽気が待ち遠しいですね。暖かい日は外へ出て
春を感じてみませんか？

町運動普及推進協議会事務局（健康づくり課内）☎888ー2940

「元気」運動普及推進協議会だより

運動普及推進協議会は、町民のみなさんの健康を維持するための運動の普及活動を行うボランティア
団体です。今回は手軽に始められるウォーキングの、理想的な歩き方とストレッチについて紹介します。

コロナ禍でも行える運動ということで、ウォーキ
ングをする人が増えていますね。これから始めてみ
ようかな？　という人もいるかと思います。ウォー
キングは筋力の維持向上や気分転換に効果があり、
有酸素運動としての面も併せ持ち、手軽に始められ
る運動の代表ともいえます。
最初は15分～ 20分程度で無理なく行い、慣れ
てきたら時間や距離を伸ばしたり、歩き方を意識し
てみたりしましょう。
理想的な歩き方は、図のように▼胸を張って背筋
を伸ばす▼歩幅は少し広めに▼腕を軽く振って▼かかとから着地することを意識してみてください。
慣れるまでは『5分だけ意識して歩く→楽な姿勢で歩く』を繰り返しても大丈夫です。
また、ウォーキングに合った靴を選ぶことも大切です。靴底に厚みのある、足にフィットする靴を
選ぶようにしましょう。

ウォーキングを始めてみよう

ウォーキングの実施前後にストレッチ（準備体操・整理
体操）を行うことで、けがの予防や運動後の疲労軽減を
することができます。特に寒いときや久しぶりに運動す
るときなどは、からだを十分にほぐしてから動き始める
ようにしましょう。
右の図を参考に、まずは全身を大きく伸ばします。
次に胸の筋肉やアキレス腱、太ももの筋肉を動かしたり
伸ばしたりします。股関節や足首なども痛くない範囲で
動かしましょう。

ストレッチをしよう

町運動普及推進協議会では、町内の各公民館等
で『歩こうマップ』を配布しています。今回紹介
した歩き方やストレッチの図も掲載しています
ので、ぜひ手に取ってみてください。
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口座振替をご利用の場合は、各納期限の日に口座から引き落としをします。なお、4 月から口座振替をご希
望の際は、3 月中旬までに申込手続きをお願いします。不明な点は上記までお問い合わせください。

町税・国保税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は
納期限までに納めましょう！

収納課☎888ー1111（146・148）

納付月 納期限
税（料）目

固定資産税 軽自動車税 町・県民税 国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料 介護保険料

4月 5 月 1 日（月） 第 1 期

5月 5 月 31 日（水） 全期

6月 6 月 30 日（金） 第 1 期

7月 7 月 31 日（月） 第 2 期 第 1 期 第 1 期 第 1 期

8月 8 月 31 日（木） 第 2 期 第 2 期 第 2 期 第 2 期

9月 10 月 2 日（月） 第 3 期 第 3 期 第 3 期

10月 10 月 31 日（火） 第 3 期 第 4 期 第 4 期 第 4 期

11月 11 月 30 日（木） 第 5 期 第 5 期 第 5 期

12月 12 月 25 日（月） 第 3 期 第 6 期 第 6 期 第 6 期
令和6年
1月

1 月 31 日（水） 第 4 期 第 7 期 第 7 期 第 7 期

2月 2 月 29 日（木） 第 4 期 第 8 期 第 8 期 第 8 期

3月 4 月 1 日（月） 第 9 期

令和5年度　納期月・納期限一覧
税金は定められた期限までに自主的に納税されなければならないものとされています。納期限内の自主納税

にご協力ください。

納税は、安心・確実・便利な口座振替で！

令和5年度から町税の納付方法が追加されます
◇地方税共通納税システム（eLTAX）を利用した納付

eLTAX を利用すると、自宅や職場のパソコン等からインターネットを通じて全国の地方公共団体に納付
することができます（町県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税（種別割）、国民健康保険税（普
通徴収）が対象となります）。ご利用には所定のお手続きが必要となりますので、詳細については eLTAX
ホームページをご確認ください。

eLTAX ホームページ：https://www.eltax.lta.go.jp/

◇二次元コード（eLーQR）を利用した納付
納付書に印刷された二次元コード（eL ー QR）を読み取ることで、パソコンやスマートフォンから納付が

できます。また、eL ー QR 対応の金融機関であれば、全国どの金融機関でも納付できます。詳細については
地方税お支払サイトをご確認ください。（令和5年 3月 1日以降に閲覧可能）

地方税お支払サイト：https://www.payment.eltax.lta.go.jp/
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消費者コーナー消費者コーナー
『くらしの注意報！～悪質な副業サイトに気を付けて！～』

令和４年度・第4回

問い合わせ：
▼町消費生活センター：☎888ー1871、月～金曜日の午前9時～午後4時
　（正午～午後1時を除く）　※土・日・祝日は消費者ホットライン☎188へ
▼商工観光課：☎888ー1111（171）

アドバイス
▼「簡単に高額稼げる」と強調する副業サイトは信用しない　→簡単には稼げない
▼高額なサポート契約はきっぱり断る　→高額なサポート料金を払っても稼げない
▼「すぐに返せる」と言われても借金して契約しない　→借金だけが残る

町消費生活センターでは、悪質な副業サイトで消費者被害にあった若者からの相談が増加していま
す。そのきっかけはSNSとなっており、被害金額は百万円を超える高額なケースもあります。また令
和4年 4月から成年年齢が18歳に引き下げられ、18歳になれば一人（保護者同意不要）で契約でき
るようになりました。そのため18歳・19歳の若者が同様の消費者被害にあうことが懸念されますの
でご注意ください。

若者向け悪質商法被害防止共同キャンペーンを実施しています

事例
ネット検索して副業サイト（※）に登録。「スマホで簡単に稼げる、初期費用無し」というSNSの広
告を見てFX投資のマニュアル（電子書籍）を購入したら、すぐに業者から電話があり高額なサポート
プランを勧められた。支払えないと断ると、「絶対稼げるのですぐに返済できる」と消費者金融からの
借り入れを強く勧められた。70万円借り入れをしてサポートプランを契約したが、もうからない。
※副業サイトの内容は、アフィリエイト・投資ソフト・相談相手等さまざまです

町では、悪質商法や詐欺などの未然防止および早期救済のため、平成 16 年度から消費生活センター
を開設し、町民の皆さまからのご相談に対して、消費生活に関する資格を有した専門の相談員が対応
しております。

しかしながら、近年、インターネットやキャッシュレス決済の普及により生活は便利になる一方、
環境の変化によって生じるトラブルはますます多様化・複雑化し、高齢者や若者などの契約弱者を狙っ
た悪質商法やニセ電話詐欺などの被害が後を絶ちません。

町ではこれからも、町民の皆さまが安全・安心な消費生活を送れるよう相談体制の充実を図るととも
に、広報紙やホームページでの注意喚起や出前講座の開催など、消費者行政を推進してまいります。

町民の皆さまには、日ごろより消費生活センターが発信する情報をよくご確認いただき、消費生活
に関してお困りのことや気になることがございましたら、お気軽に消費生活センターまでご相談くだ
さいますようお願い申し上げます。

令和 5 年 3 月
阿見町長　千葉　繁

町長からのメッセージ
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上下水道課☎889ー5151

公共下水道・農業集落排水の接続工事に係る費用
助成制度を拡充しています！

■拡充の内容
拡充前 拡充後

補助対象
期間

供用開始から
３年間

▼期間制限なし（平成
30 年 4 月以降に供用
開始となった区域は
供用開始から３年間）

補助金額 補助対象工事の
半額で上限４万円

▼ 65歳以上または18歳
未満の人がいる世帯で、
町県民税の世帯課税対
象所得※が 334万円以
下の場合は、補助対象工
事の全額で上限35万円
▼それ以外は補助対象工
事の半額で上限4万円

※町県民税の世帯課税対象所得：所得から社会保険料や基
礎控除、扶養控除などを引いた金額（課税対象所得）に
ついて、世帯全員分を合算したものです

▼実施期間：平成30年～令和5年度（予定）

▼補助内容：公共下水道または農業集落排水の接続工事
に係る宅地内配管工事費

▼補助対象：公共下水道または農業集落排水の供用開始
区域に住所を所有し、まだ公共下水道または農業集落
排水に接続していない人。なお、店舗兼住宅の場合は、
住宅部分の延床面積が 2 分の 1 以上必要です
※新築（建築確認申請が必要な増築・改築含む）・官公庁・

法人その他の団体・町税に滞納がある人は対象外

▼課税対象所得の確認方法
❶町・県民税（住民税）が給与からのみ天引きの人：勤務先

から 5 〜 6 月ごろ配付される「給与所得等に係る町民
税・県民税特別徴収額の決定・変更通知書（納税義務者
用）」の「課税標準」に記載された金額になります

❷町・県民税（住民税）を年金から天引きされている人
または納付書や口座振替で納めている人：町から 6 月
ごろ郵送される「町民税・県民税税額決定通知書兼納
税通知書」の「課税標準額の明細」に記載された金額
になります
❸上記の書類が見当たらない人「補助金の事前調査に関

する同意書」を町上下水道課にご提出いただければ、
町で補助対象かどうかの確認を行い、結果をご連絡
します。所得証明書でもご確認いただけます

▼課税対象所得の注意事項
4 〜 6 月に申請の場合は前年度、7 〜翌年 3 月に申請
の場合は今年度の町県民税世帯課税対象所得で判断しま
す

▼補助の流れ
補助申請➡申請の確認➡決定通知➡工事➡実績報告
➡実績報告の確認➡確定通知➡補助金支払

▼補助申請に必要な書類
▽すべての人に必要なもの
①町公共下水道接続工事費補助金交付申請書または町農

業集落排水設備設置工事費補助金交付申請書
②排水設備計画（確認・変更）申請書の写し
③町税の納税証明書
④補助対象工事に係る見積書の写し
⑤補助対象工事前の写真（すでに公共下水道または農

業集落排水施設に接続されているものではないこと
がわかるもの）
⑥建築物が申請者の所有でない場合にあっては、

当該建築物の所有者の承諾書
▽拡充分を申請する人に必要な書類
⑦申請者および申請者と同一の世帯に属する人の

所得証明書または非課税証明書
⑧申請者の属する世帯の住民票
⑨世帯構成員の状況

※③⑦⑧は住民票、納税・課税状況について、町で
確認することにご同意いただければ、提出を省略
することができます（他市町村在住者除く）

▼実績報告に必要な書類
①阿見町公共下水道接続工事費補助金実績報告書または

農業集落排水設備設置工事費補助金実績報告書
②排水設備工事完了届の写し
③補助対象工事に要した経費に係る領収書の写し
（配管延長等の内訳が記載されたもの）
④補助対象工事施工中または完了後の写真（接続した

ことが分かるもの）

▼注意事項
▽申請書等は町ホームページからダウンロードできま
す▽補助申請前に工事を行ってしまうと補助対象にな
りません▽補助申請時・実績報告時には敷地に立ち入
り、現地確認を行います▽予算の範囲内の補助ですの
で予算がなくなり次第終了になります

公共下水道と農業集落排水の接続工事に係る費用助成制度が平成30年度より拡充され、令和5年度も継続すること公共下水道と農業集落排水の接続工事に係る費用助成制度が平成30年度より拡充され、令和5年度も継続すること
となりました。今まで対象にならなかった人も対象となるほか、条件を満たす人は補助金額が増額されています。となりました。今まで対象にならなかった人も対象となるほか、条件を満たす人は補助金額が増額されています。
霞ヶ浦や身近な河川の水質浄化のため、この機会にぜひ公共下水道や農業集落排水に接続をお願いします。霞ヶ浦や身近な河川の水質浄化のため、この機会にぜひ公共下水道や農業集落排水に接続をお願いします。



広報あみ 3 月号通常版 2023.2.24　14

次
に
子
規
全
集
第
十
六
巻
の
俳
句
選
集
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。

所
収
の
「
新
俳
句
」
に
は
、
編
注
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

《「
俳
句
二
葉
集
」
に
続
く
子
規
を
中
心
と
す
る
日
本
派
の
選
句
集
。

子
規
の
序
は
「『
新
俳
句
』
の
は
じ
め
に
題
す
」
と
い
う
有
名
な
も
の
で

「
若
し
夫
れ
所
謂
明
治
の
俳
句
が
如
何
に
其
特
色
を
現
し
来
る
か
を

知
ら
ん
と
欲
せ
ば
試
み
に
『
新
俳
句
』を
読
め
」と
推
奨
し
、
第
二
、

第
三
の
『
新
俳
句
』
出
で
よ
と
叫
ん
だ
、
画
期
的
な
俳
句
選
集
で
あ
る
。

句
数
四
八
五
八
句
》

子
規
の
頭
脳
が
冴
え
切
っ
た
時
期
香
墨
は
子
規
と
交
わ
り
、
彼
の
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
幸
運
で
あ
っ
た
と
思
え
る
。

第
十
六
巻
の
「
新
俳
句
」
に
載
っ
て
い
る
香
墨
の
句
を
記
し
て
み
る
。

蓮
沼
の
緑
を
田
舟
の
往
来
か
な

稲
か
け
し
庄
司
が
門
の
榎
か
な　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
十
一
句

▼（「
渡
邉
香
墨
」
平
成
三
十
一
年
刊
行
Ｐ
56
～
所
収
筆
者  

松
本
尚
喜
）

文
学
紹
介
：子
規
全
集（
講
談
社
）の
中
の
香
墨
④

阿
見
町
に
桜
の
名
所
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
茨
城
大
学
農
学
部
の
構

内
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
遊
歩
道
周
辺
も
ま
た
そ
の
一
つ
で
す
。
約
80
種

類
の
品
種
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
平
成
二
年
に
農
学
部
新
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
行
っ
た

際
に
、
阿
見
に
ふ
さ
わ
し
い
特
徴
を
活
か
し
た

植
栽
を
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
植
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。
桜
は
町
の
木
で
も
あ
り
、
ま
た
、
阿

見
は
か
つ
て「
七
つ
ボ
タ
ン
は
桜
と
錨
」と
歌
い
、

学
ん
だ
若
者
達
の
夢
の
跡
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
町
の
桜
の
名
所
と
し
て
、
多
く

の
人
が
楽
し
み
、
末
永
く
保
存
さ
れ
て
い
け
ば

と
願
い
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
中
央
公
民
館
内
）

☎
８
８
８
―

２
５
２
６

文
化
財
調
査
研
究
会
活
動
報
告
：樹
木
研
究
班「
茨
城
大
学
の
桜
」

阿
見
吟
詠
談
風
会
は
吟
詠
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
月
に
一
回
の
ペ
ー

ス
で
中
央
公
民
館
や
ま
ほ
ろ
ば
に
て
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
に
よ
る
発
表
会
や
芸
能
発
表
会
に
て
練
習
の
成
果
を
披
露

し
て
い
ま
す
。

談
風
会
で
は
伝
統
的
な
基
本
を
大
事
に

し
つ
つ
も
、
漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
現
代
詩
、

現
代
短
歌
、
歌
謡
吟
詠
な
ど
、
幅
広
く
勉

強
し
て
い
ま
す
。
作
者
の
気
持
ち
を
汲
み

取
り
、
声
高
ら
か
に
吟
じ
て
み
る
と
、
不

思
議
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
入
会
ご
希
望
の
人
は
、
文
化
協
会
会
員
、

ま
た
は
文
化
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課

☎
8
8
8
―

2
5
2
6
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

団
体
紹
介
：「
阿
見
吟
詠
談
風
会
」

阿
見
町
掛
馬
で
出
土
し
た
備
蓄
銭
は
、
平
成
四
年
、
住
宅
新
築
工
事
中
、

偶
然
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
常
滑
製
の
大
甕
に
、
十
一
万
枚
を
超
え
る
銅
銭

が
納
め
ら
れ
て
い
る
様
子
は
、
さ
ぞ
衝
撃
的
だ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
甕
の
製
作
時
期
と
古
銭
の
種
類
か
ら
、
埋
め
ら
れ
た
の
は
室
町
時
代

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
の
掛
馬
地
域
は
霞
ヶ
浦
に
面
し
た
沖

積
地
に
あ
り
、
台
地
上
に
は
掛
馬
城
が
あ
り
ま

し
た
。
交
通
手
段
が
未
発
達
だ
っ
た
こ
の
時
代
、

水
運
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
阿

見
町
域
に
も
「
ひ
ろ
と
の
津
」と
い
う
港
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
場
所
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
時
、
備
蓄
銭
を
残
せ
る
富
が
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
掛
馬
は
こ
の「
ひ
ろ
と
の
津
」
と

関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
中
央
公
民
館
内
）

☎
８
８
８
―

２
５
２
６

文
化
財
紹
介
：「
掛
馬
の
備
蓄
銭
」（
未
指
定
文
化
財
）

生涯学習課（中央公民館内）☎888ー2526

阿見町の文化財・文学紹介
3 月号



町スポーツ協会事務局（中央公民館内）　☎888ー2526

町スポーツ協会だより
スポーツ協会シンボルマーク町スポーツ協会ホームページ　http://www.town.ami.lg.jp/soshiki/14-4-0-0-0_1.html

●第 50回町民野球大会
期日 10月 2日（日）・9日（日）
場所 町民球場

成績

▽優勝：県立医療大学パピヨ
ンズ
▽準優勝：阿見町役場
▽第3位：武器学校、吉野筑波

●秋季町民バレーボール大会
期日 10月 9日（日）
場所 町民体育館

成績
▽優勝：阿見サンクラブＡ
▽準優勝：阿見サンクラブB
▽第3位：しらさぎ

●秋季テニス大会
期 日 10月 23日（日）
場 所 運動公園テニスコート

成 績 ▼男子ダブルスシニアの部▽第3位：吉浦正・本間範人組

●第８回阿見いきいきクラブ・
スポーツ協会吹矢部合同スポーツ
ウエルネス吹矢大会
期日 11月 20日（日）
場所 町民体育館

成績

▼G8クラス
▽優勝：泉徹
▼Ａクラス男子
▽優勝：波多野一美
▽準優勝：矢口勝正
▽第3位：鈴木義和
▼Ａクラス女子
▽優勝：高橋智子
▽準優勝：平岡亮子
▼Ｂクラス混合
▽優勝：大橋博雄
▽準優勝：中山あい子
▽第3位：鈴木琴美

●地区親善ソフトボール大会
期日 11月 13日（日）
場所 町民球場

成績
▽優勝：三区下
▽準優勝：筑見
▽第3位：岡崎

●第25回阿見町地区別対抗ゴルフ大会
期日 11月 25日（金）
場所 桜ゴルフ倶楽部（稲敷市）

団体の部
▽優勝：阿見第一小学校地区
▽準優勝：阿見小学校地区
▽第3位：舟島小学校地区
▼個人：男子グロスの部
▽優勝：平岡和彦
▽準優勝：及川秀信
▽第3位：渡部儀勝
▼個人：女子グロスの部
▽優勝：長南ひかる
▽準優勝：上野千津美
▽第3位：渡部薫子
▼個人：男子新ぺリアの部（男子
グロスの部上位３人を除く）
▽優勝：千葉幸一
▽準優勝：柿田浩
▽第3位：西村考史
▼個人：女子新ぺリアの部（女子
グロスの部上位３人を除く）
▽優勝：工藤寿江
▽準優勝：小澤恵美子
▽第3位：伊藤とし子

●町民バドミントン大会
期日 12月 11日（日）
場所 町民体育館

成績

▼男子複１部
▽優勝：糸賀達也・木村祐樹組
▽準優勝：渡辺凱斗・平尾海人組
▽第 3位：小口一真・岡野優
輝組、小池和人・宇田川勝
貴組

▼男子複２部
▽優勝：百武秀剛・木本順吾組
▽準優勝：桜井剛・道上梨緒奈組
▼男子複３部
▽優勝：伊藤睦・吉田真渚斗組
▽準優勝：長尾功・西山方喜組
▽第 3位：湯原康郎・横地裕
一組

▼女子複１部
▽優勝：宮本万由・町田華梨組
▽準優勝：中根好美・瀬尾珠理組
▽第 3 位：大山明日香・奥村
華奈組
▼女子複2部
▽優勝：冨士木奈 ・々福田紗矢
香組
▽準優勝：土戸園加・望月悠加組
▽第3位：佐藤千遥・吉田帆希
組、照屋直美・飯村恵利佳組

▼女子複３部
▽優勝：糸井真澄・福田悠香里組
▽準優勝：小山芹那・小山優那組
▼女子トリプルス
▽優勝：早野訓子・五十嵐真
美・布施敏江組
▽準優勝：篠原直枝・江川ひと
み・瀬尾由美子組
▽第 3 位：川又時子・飯島
滋子・林幸子組

各種大会の結果（敬称略）

15 広報あみ 3 月号通常版 2023.2.24
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予科練平和記念館だより

予科練平和記念館☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前9時～午後5時

予科練平和記念館ホームページ　https://www.yokaren-heiwa.jp/

学芸員のつぶやき
今年度の予科練平和記念館だよりは楽しんでお読みいただけたでしょうか。来年度も予科練や当館について
発信していきますので、かつて阿見町に存在した予科練を知っていただけると幸いです。
当館の最新の情報は予科練平和記念館ホームページや公式 Twitter、Facebook 等でお知らせします。
▼ホームページ：https://www.yokaren-heiwa.jp/
▼公式Twitter：twitter.com/yokarenpmm
▼公式Facebook：facebook.com/profile.php?id=100052365353925

今月は、予科練を卒業した後に行われた訓練について紹介します。
予科練を卒業した少年たちは、飛行練習生となって専修ごとに全国各地の練習航空隊に移り、訓練を行い

ました。
飛行練習生課程（通称：飛練）では、専修ごとに訓練内容が異なりましたが、操縦専修を例にすると飛行機

に乗っての飛行訓練や気象学などの座学を行いました。飛行訓練初期は教官と一緒に乗って訓練をしていま
すが、許可が出ると、練習生単独で搭乗し、訓練を行い
ました。また、飛練での飛行訓練では、練習機が使われ
ていました。何種類か練習機がありましたが、その中で
も有名なのは予科練平和記念館だよりでも以前掲載した
九三式中間練習機（通称：赤トンボ）です。

それでは、昭和 18 年（1943）にとある航空隊で
作成された資料を参考に、飛練でどのような飛行訓練が
行われていたのかを紹介します。飛行訓練では「直線
飛行・旋回・離昇・降着・横滑降着・不時降着」、「基本特殊
飛行」、「応用特殊飛行」、「編隊飛行」、「夜間飛行」、「計器飛行」などの項目に分けられていました。「降着」で
は航空母艦への着艦を想定した限られた範囲内に着陸する訓練も行われていました。また、「特殊飛行」では
宙返りや錐揉（きりもみ）、急降下などの訓練を行いました。訓練項目の数を見るとかなり長い時間訓練して
いたように感じますが、今回参考にした航空隊では 1 人平均の飛行時間が約 80 時間でした。

さて、今月号で令和 4 年度の予科練平和記念館だよりは最後になります。また来年度もお付き合いいただ
ければと思います。

予科練卒業後の訓練
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〈広告欄〉

水戸信用金庫より
町へ車椅子2台寄附

水戸信用金庫から、当町の地域福祉行政への支援
として、令和 4 年 12 月に車椅子 2 台の寄附をい
ただきました。誠にありがとうございました。

いただいた車椅子は、避難行動要支援者等への福
祉事業に有効に活用させていただきます。

令和 5 年 1 月 17 日に水戸信用金庫阿見支店石崎
豊支店長（写真右）に来庁いただき、車椅子の寄附
に伴う受領書をお渡ししました。

1 月 19 日、ねこを愛し、「人間と動物の共生」を
浸透させることを目的としたグループ「ねこが好
き！」を主宰する臼井日出乃さん（写真右）から、
ひざかけ（ブランケット）を 100 枚寄贈していただ
きました。

寄贈していただいたひざかけ（ブランケット）は、動
物愛護に活用させていただきます。

ありがとうございました。

動物愛護用ひざかけ（ブランケット）
100枚寄贈

ま
た
は
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
お
う
と

思
っ
て
い
る
人
▼
犬
同
伴
の
場
合

犬
用
の
お
や
つ
を
持
参
の
う
え
、

１
人
１
頭
に
限
る
（
生
後
５
か
月

以
上
で
町
へ
の
登
録
・
狂
犬
病
予

防
注
射
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
済
ん

で
い
る
こ
と

※
か
み
つ
く
な
ど

凶
暴
な
犬
は
不
可
）

▼
募
集
人
数
10
人（
定
員
で
締
切
）

▼
申
込
方
法

３
月
14
日
（
火
）
ま

で
に
、
左
記
に
電
話
で
申
し
込
む

※
土
・
日
を
除
く

▼
そ
の
他
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て

質
問
が
あ
る
人
は
申
し
込
み
時
に

お
伝
え
く
だ
さ
い

問
生
活
環
境
課
☎
８
８
８
ー

１
１
１
１
（
２
５
２
）

▼
日
時
３
月
18
日（
土
）午
前
10
時

30
分
～
11
時
10
分（
荒
天
中
止
・
小
雨

決
行
、
態
度
決
定
：
当
日
午
前
９
時
）

▼
場
所
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
時
計
台
付
近

▼
内
容
犬
の
し
つ
け
方
な
ど

▼
講
師
阿
見
町
動
物
愛
護
協
議
会

池
田
明
子
氏

▼
対
象

▼
町
内
在
住
の
犬
の
飼
主

『
犬
の
し
つ
け
教
室
』
参
加

者
募
集（
無
料
）

部　門 最優秀賞（学校名） 優秀賞（学校名）

読
書
感
想
文

小学校低学年 田中義人（阿見小） 濱田葵理（阿見小）
内出沙織（あさひ小）

小学校中学年 湯原光（舟島小） 臼井千織（阿見小）
山口友望（阿見小）

小学校高学年 深見彩乃（舟島小） 牧野田咲良（阿見小）
本巣功祐（本郷小）

中学校 鈴木美優（朝日中） 佐藤千桜里（竹来中）
内田彩心（朝日中）

読
書
感
想
画

小学校低学年 渡部陵太（あさひ小） 重藤悠成（あさひ小）
山田采加（本郷小）

小学校中学年 入江奏多（本郷小） 渡部恵太（あさひ小）
富岡浩生（本郷小）

小学校高学年 櫻井涼花（阿見小） 小林真央（阿見小）
宮本昊青（第一小）

中学校 谷田廉（竹来中） 野上杏花（竹来中）

郷土の作家下村千秋の業績をたたえ、コンクール
を実施しました。295 点の応募をいただき、審査
の結果、下記のとおり各賞が決定しました。たくさ
んのご応募ありがとうございました（敬称略）。

第17回下村千秋記念賞読書感想文・感想画
コンクール入賞者が決定

まちのできごと
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〈広告欄〉〈広告欄〉

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
料
金
無
料

▼
持
参
品

筆
記
用
具
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
中
級
編
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
行
う
人

の
み
。
初
級
編
で
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
お
一
人
様
に
1
台

お
貸
し
し
ま
す
の
で
、
お
持
ち

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
中
級
編
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
申
請
す
る
場
合
は
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
に
記

載
さ
れ
た
申
請
者
I
D
（
23
桁

の
数
字
）
が
必
要
で
す

▼
申
込
期
日

3
月
10
日
（
金
）

ま
で

▼
申
込
方
法

左
記
に
電
話
ま
た

は
電
子
申
請
で
申
し
込
む

問
総
務
課
情
報
政
策
係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
1
4
）

▽
電
子
申
請
フ
ォ
ー
ム
：https://

s-kantan.jp/tow
n-am

i-
ibaraki-u/offer/offerList_
d

e
tail.actio

n
?te

m
p

Seq=37972

毎
月
１
回
、
日
曜
日
に
行
政
書
士

に
よ
る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
お
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
3
月
26
日（
日
）

▼
時
間
午
後
1
時
30
分
～
4
時

1
月
に
引
き
続
き
、
初
心
者
向
け

の
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
実

際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な

が
ら
、
使
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
人
や
、
購
入
を
検
討
さ
れ
て

い
る
人
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

▼
初
級
編
：
3
月
22
日

（
水
）▼
中
級
編
：
3
月
23
日
（
木
）

▼
時
間

A
：
午
前
10
時
～
正
午

B
：
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

※
同
日
の
A
と
B
の
講
義
内
容
は

同
じ
も
の
で
す

▼
場
所
中
央
公
民
館
2
階

学
習

室
C

▼
内
容

▼
初
級
編
：
マ
ッ
プ
・
カ
メ

ラ
・
電
話
・
音
声
検
索
等
の
使
い
方

等
▼
中
級
編
：
マ
ッ
プ
・
カ
メ
ラ
の

使
い
方
、
ア
プ
リ
の
入
れ
方
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
方
法
等

▼
講
師
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社

お
よ
び
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
ス
の

ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▼
対
象
町
内
在
住
の
人

▼
募
集
人
数

各
回
10
人
（
希
望
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
1
月
の
ス
マ
ホ
教
室
申
込
で
、

抽
選
に
落
選
し
た
人
を
優
先
さ

高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室

参
加
者
募
集

30
分

※
ご
相
談
は
１
組
30
分
程
度

▼
場
所
か
す
み
公
民
館
1
階
会

議
室

▼
相
談
内
容
相
続
、遺
言
、帰
化
、

外
国
人
の
在
留
資
格
、
農
地
転

用
、
許
認
可
関
係
、
法
人
設
立
、

権
利
義
務
や
事
実
証
明
に
関
す

る
相
談
、
事
業
の
手
続
き
や
、

暮
ら
し
の
手
続
き
等

▼
申
込
方
法
平
日
の
午
前
9
時
～

正
午
に
左
記
に
電
話
で
申
し
込
む

問
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部
担
当
：

池
田
☎
0
9
0
ー

7
2
1
6
ー

6
2
1
9

東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ
ン

タ
ー
で
肝
臓
病
教
室
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
）
を
開
催
し
ま
す
。

知
り
た
い
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
に
直

接
質
問
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
現
地
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日
3
月
18
日
（
土
）

▼
時
間
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所

東
京
医
科
大
学
茨
城
医

療
セ
ン
タ
ー
医
療
福
祉
研
究
セ

ン
タ
ー

▼
内
容
テ
ー
マ
「
肝
細
胞
が
ん
の

薬
物
療
法
」

❶
変
わ
っ
た
！
肝
細
胞
が
ん
の
薬

物
療
法
▽
講
師
：
消
化
器
内
科
教

授

池
上
正
先
生

❷
外
来
通
院
で
が
ん
薬
物
療
法
を

続
け
る
た
め
に
▽
講
師
：
外
来
化

学
療
法
セ
ン
タ
ー
看
護
師

戸
田

香
織
先
生

▼
受
講
方
法

▼
現
地
参
加
希
望
の
人
は
左
記
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
事
前
登
録
を

お
願
い
し
ま
す

▼
Y
o
u
T
u
b
e
視
聴
希
望

の
人
は
配
信
期
間
中
に
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

※
配
信

日（
限
定
配
信
）：
4
月
8
日（
土
）

～
17
日
（
月
）

問
東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
7
ー
1
1
6
1

▼
期
日
3
月
7
日（
火
）

▼
時
間
午
前
9
時
30
分
か
ら
1
時

間
程
度
（
5
分
前
ま
で
に
集
合
・

要
事
前
予
約
）

▼
場
所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
総
合
保
健
福
祉
会
館
別
館
）

▼
対
象

同
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

（
入
会
承
認
制
）
※
特
に
女
性
で

施
設
清
掃
、
網
戸
・
障
子
貼
り
、

草
刈
り
、
草
取
り
、
植
木
の
手
入

れ
を
希
望
さ
れ
る
人
歓
迎

問（
公
社
）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー
2
0
3
6

『
第
34
回
肝
臓
病
予
防
教
室
』

開
催

『
行
政
書
士
無
料
相
談
会
』

開
催

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
開
催



AMI AMI

19 広報あみ 3 月号通常版 2023.2.24

パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

申
し
込
む

問
▼
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

採
用
係
☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

0
1
1
0
（
2
6
3
4
）・
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
1
2
0
ー

3
1
4

ー
0
5
8

■http://w
w

w
.pref.ibaraki.

j
p

/k
e

n
k

e
i/s

a
iy

o
/

ibarakipc_site/
index.htm

l

▼
県
牛
久
警
察
署
警
務
課
（
代
）

☎
8
7
1
ー
0
1
1
0

発
注
者
は
、
延
べ
面
積
80
㎡
以

上
で
特
定
建
設
資
材
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
お
よ
び
鉄
か

ら
成
る
建
設
資
材
、
木
材
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
を
用

い
た
建
物
の
解
体
工
事
を
す
る
場

合
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
届
出

が
必
要
で
す
。
な
お
、
解
体
工
事

を
行
う
に
は
、
自
主
施
工
を
除
き
、

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
解
体
工
事

業
の
登
録
ま
た
は
建
設
業
の
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
▼
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
届
出
に

つ
い
て
：
県
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー

建
築
指
導
課
☎
8
2
2
ー

7
0
7
9
▼
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
解
体
工
事
業
の
登
録
に
つ

い
て
：
県
土
木
部
検
査
指
導
課

☎
0
2
9
ー
3
0
1
ー
4
3
8
6

▼
第
１
次
試
験
日
５
月
14
日（
日
）

※
教
養
試
験
・
論
作
文
等

▼
受
験
資
格
受
験
年
齢
制
限
が
33

歳
未
満
か
ら
35
歳
未
満
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
男
女
警
察
官
A
：
昭
和
63
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
大
学
（
短
期
大
学
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
も
し
く
は
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人

▼
男
女
警
察
官
B：昭
和
63
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
右
記
警
察
官
A
の
受
験

資
格（
学
歴
区
分
）に
該
当
し

な
い
人

※
受
験
試
験
区
分
が
、
男
女
警

察
官
A
・
B
と
も
に
一
般
採
用

の
他
、
職
務
経
験
枠
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
63
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
警
察
官
A
・
B
の
受
験
資

格
に
該
当
し
、
か
つ
、
民
間

企
業
、
団
体
、
国
・
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
職
務
経
験
を

５
年
以
上
有
す
る
人

※
詳
細
な
受
験
区
分
に
つ
い
て

は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

▼
申
込
期
間
３
月
１
日
（
水
）
午

前
９
時
～
４
月
７
日
（
金
）
午
後

５
時

▼
申
込
方
法
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

〈広告欄〉

家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
日
ご
ろ
の
介
護
に
つ
い
て
話
し

合
う
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
保

健
師
と
一
緒
に
肩
こ
り
予
防
の
体
操

も
行
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
3
月
14
日
（
火
）

▼
時
間
午
後
1
時
30
分
～
3
時

▼
場
所

町
総
合
保
健
福
祉
会
館

『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
※
詳
細

は
受
講
者
へ
ハ
ガ
キ
で
案
内

▼
内
容

▼
介
護
者
座
談
会
▼
肩

こ
り
予
防
体
操

▼
対
象
家
族
を
介
護
し
て
い
る
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

▼
料
金
無
料

▼
募
集
人
数
20
人

▼
申
込
方
法
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
む

※
メ
ー
ル
の
際
は
、
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
・
誰
の
介
護
を
し
て
い

る
か
記
載
し
申
し
込
む

▼
申
込
期
日
3
月
10
日
（
金
）
ま
で

▼
そ
の
他
当
日
は
体
調
確
認
、
マ

ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す

問
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
8
8
7
ー
8
1
2
4

Ehoukatsu@
am

ishakyo.or.jp

県
警
察
官
採
用
試
験

（
第
１
回
）実
施

建
築
物
を
解
体
予
定
の
人
へ

『
介
護
者
交
流
会
』
参
加
者

募
集



公共機関電話番号
うずら出張所
☎ 841 ー 1167
健康づくり課
☎ 888 ー 2940
地域子育て支援センター
☎ 891 ー 2772
霞クリーンセンター
☎ 889 ー 0091
上下水道課
☎ 889 ー 5151
町民活動センター
☎ 888 ー 2051
町男女共同参画センター
☎ 896 ー 3181
福祉センターまほろば
☎ 887 ー 3969
消費生活センター
☎ 888 ー 1871
学校教育課
☎ 888ー 0220
中央公民館
☎ 888 ー 2526
君原公民館
☎ 889 ー 1363
かすみ公民館
☎ 888 ー 8111

本郷ふれあいセンター
☎ 830 ー 5100
舟島ふれあいセンター
☎ 840 ー 2761
吉原交流センター
☎ 889 ー 0277
図書館
☎ 887 ー 6331
予科練平和記念館
☎ 891 ー 3344
総合運動公園
☎ 889 ー 2788
教育相談センター
☎ 888 ー 1225
阿見消防署
☎ 887ー 0119
火災情報案内
☎ 0297 ー 64 ー 0119
町民ダイヤル
☎ 887 ー 6600
牛久警察署
☎ 871 ー 0110
牛久警察署 阿見地区交番
☎ 888 ー 0110

3月
国民健康保険税（9 期）

納期限3月 31日（金）

4月
固定資産税（1 期）

納期限5月 1日（月）

3 月・4月の納税

阿見消防署管内調べ
出場件数 292 件（2825）

※救急車の適正な利用を
　お願いします

急　　病 214 件（1959）
交通事故 14 件（180）
一般負傷 34 件（348）
そ の 他 30 件（338）
合　　計 292 件（2825）

救急車出動状況：1月

広報あ
み

3
2023
N
o.744

発
行
・
編
集

阿
見
町
　広
報
戦
略
室

〒
300

ー0392　茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
中
央
一
丁
目
1番
１
号

☎
029

ー888
ー1111（

代
表
）　FAX　029

ー887
ー9560

HPhttps://www.town.am
i.lg.jp/

定例相談
行政相談
日　　時 3 月 2 日（木） 午前 10 時〜午後 3 時
場　　所 役場 3 階 302 会議室
問い合わせ 総務課☎ 888ー 1111
子育て相談
電話・来所相談	 月〜金曜日 午前 9 時〜午後 4 時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談 随時受付
問い合わせ 地域子育て支援センター☎ 891ー 2772
教育相談
日　　時	 月〜金曜日 午前 9 時〜午後 5 時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888ー1225
心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1 時〜 4 時
弁護士相談 月 1 回午後 1 時〜 3 時 30 分 ※弁護士相

談は毎週水曜日の心配ごと相談で予約
場　　所	 総合保健福祉会館『さわやかセンター』相談室
問い合わせ 町社会福祉協議会☎ 887ー 0084
高齢者総合相談
日　　時	 月〜金曜日 午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ 町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談
日　　時 月〜金曜日 午前 9 時〜正午、午後 1 時〜 4 時
場　　所 役場 1 階町消費生活センタ−
問い合わせ 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談
期　　日 月・水〜金曜日（火曜日は閉庁）
時　　間 午前 9 時〜正午、午後 1 時〜 4 時 45 分
弁護士相談 第 3 水曜日　午後 1 時〜 4 時　※要予約
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ 県南地方交通事故相談所☎ 823ー 1123

▼公共施設
▽役 場 1 階 正 面 玄 関・ロ ビ ー▽役 場 2 階 秘 書 広 聴 課
▽うずら出張所▽総合保健福祉会館『さわやかセンター』
▽中央・かすみ・君原公民館▽本郷・舟島ふれあいセンター▽
吉原交流センター▽予科練平和記念館▽町民活動センター
▼その他の施設
▽町内の郵便局▽町内常陽銀行各支店▽筑波銀行各支店
▽水戸信用金庫阿見支店▽茨城県信用組合阿見支店
▽カスミフードスクエア阿見店・荒川本郷店▽スーパー
タイヨー阿見店▽ランドロームフードマーケット阿見店

広報あみ配布施設

午前8時30分～午後5時15分
（土・日・祝日・年末年始を除く）
※休日開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

役場開庁時間




